
28前理 A14

理基礎・物

問題 1

(1)

(2)

3.0× 10~5[m3]× 1.0× 103[kg/m3]× 9.8[N/kg]

=0.294[N]

答 .0.29N

0.18[kg]× 9.8[N/kg]-0。 29[N]

=1.474[N]

答。1.5N

(6.0× 10~2+0.5)[kg]× 9.8[N/kg]+0.29[N]

=5.778[N]

答。5.8N

(3)



28前理 A15

(4) 金属球が受ける浮力

3.0× 10~5[m3]× 1.15x103[kg/m3]x9.8[N/kg]

=0.3381[N]

台はか りが受ける力

(6.0× 10~2+0.5+0.125)[kg]× 9・8[N/kg]+0.3381[N]

=7.0511[N]

答。7.lN



28前理 A16

理基礎・物
問題 2

(1)
暗い部分

(2)
三辺が R、 χ、 (R― d)か らなる直角三角形において、

R2=χ2+(R_d)2

R2=χ2+R2(1_1)2            
‐

αはRに比べて十分に小 さいため、与えられた近似式 より、

R2≒ χ2+R2(1_21)

R2=χ2+R2_2Rd

χ2=2Rd

答 . χ
2〓 2Rd

(2)よ り、

d=ラ
百 ~~~二
~~_____― (D

反射光に明線が現れる条件は、0または正の整数であるmを用いて、

2d==(η l・
:)λ
   (フη==0,1,2… 。)

式①を代入して、

2函
更=(m+:)λ

χ2==(ηl・
:)Rλ

ゆえに、

(m=0,1,2…。)一―――一一――――――(⊃

3本目の明線はm=2の ときに現れるので、式②に代入して、
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答.χ =F
(2+:)Rλ

=、
|:Rλ

(3)



28前理 A17

(4) レンズとガラス板の隙間の間の光路長を考える。

反射せずに透過した光の光路長Llは、

Ll=d 一―=―――――一―一――(D

反射した透過光の光路長L2はヽ空気からガラスに向かつて入射して反射する過程
を二回繰 り返すため、結果として位相のずれが消滅する。

L2=3d ―――――一―――一――(⊃

二つの入射光が弱めあう条件は、

L2〓 Ll+(m+:)λ   (m=0,1′ 2… )一 ―――――――――――③

ゆえに式①、②より、

3d=d+(・ +:)λ

2d==(η14:)λ    (m==0,1,2¨・)
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(1)

28前理 A18

理基礎・物
問題 3

P1/=″2■ の状態方程式に ア=郎を代入し、え =″′■バ
"を
得る。

″′■/(I“)[Pa]

ピストンにかかる下向きの力はルを+PoS[Nl、 上向きの力は、シリンダー

内の気体の圧力をP2とすれば、P2Sで表される。P2=″′2/(Dなので、
上向きの力は、″′72/″ [N]と なる。したがつて、2=(MttP09月K″D。

(ИttR9〃バ″D[Kl

定圧変化なので、ピストンがシリンダー上部に達したときの気体の状態方

程式は、P2(2ZS)=』角となる。つまり、P2=」
"ソ
12月9。 (2)で示

した P2で等式をたてて、■=22を得る。

■=22

(2)

(3)



(4)

28前理 A19

理想気体の定圧比熱 c=α +′
気体が得た熱量θ=″α(72~71)+Xα +D(73-乃 )

Xα+DJ“ rl― コRr2 1J]

■から乃になるまでの間は、定積変化なので、気体は仕事をしていない。

r2から73に気体がした仕事は、0を+Po9〃となる。

塑 堕 ビ 圃 ビ lJ]

(5)



28前理 A20

理基礎・物

問題 4

(1)

(2)

点 Cでの点Aの点電荷による電場の強さちは

み =9.O X 109×
6.0×10~9[N/C]

点 Cにおいて、点 Aと点 Bの点電荷によつて、x軸に対称な向きに同じ
強さの電場が生じるため、合成するとy軸方向には打ち消し合い、各電荷
による電場のx軸方向に2倍の強さの電場になる。
よつて、求める電場の強さは

2× 151 X COS∠ ACO=2× 9.0× 109×
鵬

X:= 320[N/C]

また、電場の向きは x軸の正の向き

原′点0での電位は1 2× 9.O x 109×
6.0×■0~9=300M
O.36

2× 9.0× 109×
6.0×10~9=240M
O.45

点 Cでの電位は

よつて、原点 0 と′点Cの電位差は 300-240=60 1Vl

仕事 〃 :

求める外力による仕事 ″は

″ =6.O X 10~8× 60=3.6X10~6[N・ m]

説明 :

原点 0では、点 Aと 点 Bの 2つの点電荷による電場は打ち消し合い、合
成された電場は x成分、y成分ともに 0になる。よつて、原点 0では小球
に静電気力がはたらかないため、小球は原′点 0で静止する。 (または、点
A、 点 Bの点電荷から小球が受ける静電気力はつ り合い、ガヽ球は原点 0で
静止する。)

(3)



(0

28前理 A21

速度 7:

小球に与えられた運動エネルギーは、点 Cでの静電気力による位置エネル
ギーにすべて変換される。

:x2.0)く
10~3 x υ2=6.0× 10~8× 2x9.O x 109×

7
υ=0.12[m/s]

説明 :

x軸上の正位置において、点 A、 点 Bの点電荷によつて /軸方向には打ち
消し合い x軸の正の向きに合成された電場が生じる。よつて、点 A、 点 B
の点電荷から小球は x軸の正の向きに合成された静電気力を受け、小球は
x軸上を正の方向に移動 し、無限遠まで達する。


